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飯島町は、昭和48年 8月 より全町におよぶ県圃事業を行なっている。この′鳥居原新井地籍

唐沢城址の緊急発掘調査も、それに関連 して南信土地改良事務所の委託によって、昭和50年

度事業として実施 したものである。

この地は、西方逢かに南駒の霊峰を仰 ぎ、北は郷沢川、南は唐沢洞、東は天竜川の清流を

府欧する段丘崖上に展開する風光明媚の地である。

今から440余年前、天文 3年上杉定美の臣、箕輪中条の領主隼人助、源昌綱の男、唐沢備

′
前義景この地に館 を備えて在城 し、弘治 2年、武田信玄伊那侵略の際に断絶するまで、22年

間の城址である。

昭和 3年、県道 日曽利線開さく工事の折、焼米・雑穀が多量に出土 している。同28年館址

南方塁壁除去の際、土中より古鏡が出土し、同44年春耕地区画整理の折、中国の開元通宝・

熙寧元宝・大平通宝等の古銭が出土し、現存しているが、この度の発掘調査は、これ等を更

に深 く立証 し、大いに効果をおさめえた。

この調査結果 として、室町時代の住居址三軒、土坂五ケ所、柱穴址三ケ所、溝、配石等が

検出され、外堀の断面も確実に把握 した。尚室町時代・桃山時代の陶器、古銭、鉄製品等が

多数検出され、中国との貿易関係を示す貴重な資料 として、画期的な効果を上げることがで

きた。

この調査にあたっては、団長に友野良一先生、調査員に伊藤1多氏、補助員に宮下静男、大

沢初両氏をお願いして調査団を編成 し、内堀 と外堀との間の発掘調査を実施 したわけであり

ますが、調査団の先生方の献身的なご努力と、鳥居原・石曽根の皆様のご協力とによって、

無事終了でき、ま|と に喜びにたえません。

ここに調査報告書を発干Jす るにあたって、南信土地改良事務所をはじめ、県教育委員会・

調査団の諸先生 ご地元町民の皆様に、改めて深甚なる謝意を表する次第であります。

日召不日5p手 3月 10日

飯島町教育委員長  ゴヒ 原  健  三
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第 I章 環

第 1節  位 置 と 自然 環 境

唐沢城は長野県上伊那郡飯島町鳥居原 919番地 に所在す る。城 は飯島区の北東端 に位置 し、天竜川の河岸段丘

の先端 にあたる。城 に至 るには、国鉄飯田線飯島駅で下車 し、駅から東に向って1.5腸 ほ ど歩 き、更 にJL東 に500%

ほ ど＼れ ばよい。

木曽山脈 と赤石山脈に扶 まれた伊那谷は一 口に南北 に細長 い縦谷状地形 といえる。 この中央部 を天竜川が南流

し、天竜川に向って西の木曽山脈、東の赤石山脈に源 を発す る中小河川が流れ込 んでいる。 これ らの中小河川は

山麓にい くつ もの扇状地 を形成 したが、その後の隆起運動 により、これ らの扇状地 を自ら侵食 していった。

飯島町は、中田切川・与田切川 0日 向沢川等の中小河川の侵食、堆積作用により扇状地が発達 している。唐沢

城は、扇状地 の先端 、天竜川の河岸段丘上 に位置 している。城の東側・南側 は、比高約60%の段丘崖 であり、北

イ員Jも やはり、 郷沢川により侵 食さオ■た段丘崖 となっている。西イ貝Jは 、 中央アルフ
゜
スか ら広がる、 ゆるやかな扇状

地 となっている。城の標高は、主郭部 で590つ 、調査地区中央部 で593物 を計 る。

調査地区内の土層は、ローム層上 に褐色土層、黒褐色土層、耕作土の順 で堆積 していた。遺構 は褐色土層 より

掘 り込み、ローム層 まで達 している。 また唐沢城の東の段丘崖 には、地層の露 出 している部分が み られ るが、そ

れによれば、ローム層の下 に数 多の礫層、更 に砂礫層と続いている。 (伊藤 修 )

第 1図 位  置 図

境

-3-
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第 2節  歴 史 的 環 境

中世 において、上伊那地方 には大小の豪族が時代的 にも地域的にも割拠 しており、それにこの地方特有の複雑

な地形 もてつだって各種 多様の城塞遺跡がみ られる。 これ らの城塞遺跡には武士の居館 、戦争のための砦、狼煙

台、物見台な どがある。

南北朝から室町時代 になると、武士団の成長 に伴い城 は砦 と居館 の両方の性格 を兼 ね備 えるようにな り、規模

もなな大 していった。 そ して城 を中心 に素朴ではあるが城下町 も形成 されるようになった。上伊那地方 における中

世の城は、地形の上か ら山城、平山城、平城の三種類 に分けられる。山城は山の頂 きなどに軍事的な目的により

築かれた場合 が多い。平時の生活には不向 きであ り、山麓の平地に居館や集落が見 られる。平山城は上伊那地方

特有の河岸段丘 を利用 し、その先端 に築かれている。段丘上 でみると平城 であるが、天竜川の低地 よりみれば平

山城 といえる。 また段丘崖 に対 し反対側 には空堀がみ られる。平城 は平地に構築 された城 である。防備力は弱 く

中世 においては非常 に少ない。

上伊那郡南部の城塞の分布 をみ ると第 2図の ようにな り、天竜川付近 の河岸段丘上 に、天竜川へ流れ込 む中小

の河り||を 利用 し城の区画 をつ くり、平山城 として構築 している例が多い。 この主なものをあげれ1到ヒより菅沼城、

赤須城、 トヤ ゴ城、本郷城、大草城、葛島城、船 山城 などがあげられる。唐沢城 も天竜川、郷沢川の河岸段丘 を利

用 してつ くられた平山城 といえる。

唐沢城 の歴史については、伊那温知集 、伊那武鑑根元記 などにのべ られている。伊那温知集或 いは系譜 によれ

ば、「天竜川端新井 とい う所に唐沢備前の居館があ り新井の城 という。天文 3年 、上杉定美の臣箕輪 中条 の領主

神奈隼人助昌綱の男唐沢備前義景 ここに移 り館 を構 えて居住す る。弘治 2年 、武田信玄伊那侵入の際、撲滅一掃

す るに及んで収没終 に断続する」 とある。 また伊那武鑑根元記によれば、その後「武田氏の臣小泉五郎左衛門知

行参百貫文 を領 して居館 を構 える。天正10年織田氏打入 りの時、高遠城にて父子共討死 し、この 時家名 を失 う」

とある。

唐沢城の発掘調査以前の状況について、主郭部 (A地区 )、 調査地区 (B地区 )、 その外側 (C地区 )に 別けて

説明 してみたい。

A地区

(1)主郭部の西側 に深 さ約 10%の 空堀 (内堀 )が存在 していた。

明治の中頃 と昭和28年の耕地拡張の際に埋め立て平坦 とした

が、堀の両端 には現在 も僅かに空堀の痕跡がみ られる。

(2避葬「部の北イ貝J、 南側の段丘端 には、高 さ80-～ 2%の 土塁が

み られたが。これ も耕地拡張工事の際に大部分取 り去 られ、

現在、北イ貝Jの 一音るに僅かにみ られる。

(3)主郭部の東方 に 2箇所、北方 に 1箇所斜面 を均 した跡がみ ら

れる。付近 より武具 の破片、米、粟などの炭化物が出土 した

との話 である。

に)主郭部の南東の斜面 と北 {貝Jの 斜面 に集石がみ られる。礫は戦

闘に使用するために要所要所 に備 え、正 月等 に家臣が登城す

る際には必ず礫 を何個づつか持参 した習慣があったと伝 えら

れている。

(5)主享陪卜の東北の隅 に不諧荷大明神が祀 られている。

(6)主郭部の開懇の際 に槍先、刀剣、武具、古銭等が出土 した。

家へ持 ち帰 ると悪病 にかかるとの迷信があ り、稲荷大明神付

近 に置 き去 りに したとの云しゴ云えがある。 また昭和28年南{則

の土塁の取 り除 きの際、和鏡が出土 した。主郭部東方の斜面

より、米、粟などが出土 した と伝 えられている。

B地区

(1)調査地区の西側 に空堀 (外 堀 )が存在 した。明治以前の開田

の際、耕地 として埋め立 てられ現存 しないが堀の両端の段丘

斜面 にその痕跡がみ られる。

(2)南方傾斜面 に矢竹の自生地があり、付近 にも点在 してい る。

C地区

(1)唐沢城攻撃の際、最後の激戦地 と云 い伝 えられる石曽根東原

地籍 に石碑が一基あ り、現在でも供養が続けられている。

(2)付近 には片見山、矢束、火打垣外などのltLEがある。(宮下静男 )

第 2図 上伊那郡南部の城塞分布図 (上伊那誌 より)

瑚 扁
凸 城址

Al挙 始

唐沢城址石碑
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第Ⅱ章

第 1節  発掘調査 に至 るまで

発掘調査の経過

県営圃場整備事業田切地区第 6工区にある埋蔵文化財の調査 として、唐沢城址の発掘調査 を南信土地改良事務
所か ら委託 を受 け行 なった。発掘調査 に至 る経過 を簡略に言己してみる。

昭和50年 11月

昭和50年 12月 5日

〔発掘調査団〕

団   長

調 査 員

調査補助員

整 理 作 業

〔調査事務 局〕

事 務 局

南信土地改良事務所長か ら発掘調査協議の依頼がある。
長野県教育委員会桐原主事来町。南信土地改良事務所・農林課・飯島町教育委員会 を交 え
て協議 を行ない予算額 を算出する。南信土地改良事務所長 と委託契約 を締結する。

友 野 良 一   日本考古学協会々員

伊 藤  修  飯島町教育委員会

宮 下 静 男  飯島町文化財調査委員

大 沢  初  飯島町郷土研究会々員

宮下喜代子  飯島町

織 田 正 巳  飯島町教育長

森 谷 栄 一  飯島町教育次長

箕 浦 税 夫  飯島町教育委員会主事

片 桐 文 子      〃 (森谷、箕浦 )

第 2節  調 査 日誌

12月 10日  本 日より調査 を開始す る。ブル トーザーにより水田の耕作土 を削 り取 る。数箇所、試掘をする。
12月 11日  本 日もブル トーザーで耕作土 を削 り取 る。外堀の輪郭 を確認する。 グリッ トを設定す る。遺物 は陶

器片数片が出土 しただけである。
12月 12日  外堀 より内側 を数 グリッ ト調査す る。溝が検出される。 また、外堀の中央付近 より内堀へ向 う堀 も

確認 される。

12月 13日  グリッ トによる調査 を行 なう。遺物 は、地場付近
に多い。

12月 14日  南側へ調査地区 を移動する。遺物の出土は比較的
多い。

12月 15日  第 1号、第 2号住居址、第 1号柱穴址、第 2号柱
穴址、集石が検出される。

12月 16日  第 3号住居址、第 1号土墳、第 2号土墳、第 3号
土墳、第 4号土墳、第 3号柱穴址が検出される。

12月 17日  第 5号土墳、配石が検出される。第 10203号
住居址の覆土 を取 り除 く。遺物 は床面 よりも覆土に多い。

12月 18日  全遺構の覆土 を取 り除 きながら調査 を進め る。
12月 19日  全遺構の i青掃・写真撮影 を行 なう。
12月 20日 021日  遺構 1貝J量

12月 22日 ～ 24日  全体測量、地形測量

〔参加者名簿〕

中上保太郎、米山昌富、大沢与一、吉川貞男、堀内増造、佐々

木 より子、堀内章枝 、野原国枝、唐沢かね子、北沢あつ み、佐
々木 きのえ、佐々木みす江、千村重子、堀内 とし子、米山さか

え、宮下喜代子、星野一雄 、大沢喜重、佐々木悟、宮沢富雄、
桃沢義高、唐沢千明、三石バ、さ子、三石千代、塚本 いせ、小田
切房子

内堀と主郭部

天伯神社(主郭部南斜面 )
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'1署

I III 構遺

第 1節  住居址

第 1号住居址

調査地区南端 より検出された。

4π 70%× 3π 50%を 言十る隅丸

長方形の住居址 である。長軸は、

ほぼ南北の方向に一致する。壁

面 は不明瞭で、凹凸がみられる。

壁はローム層 を約 30∽～40易掘

り込 んで造 られている。床面 は

軟弱であり、中央が僅か低 くな

っている。 床面 には 3箇 F~f大 き

な凹みがみられ、全体 に凹凸が

ある。 カマ ド等の施設はみられ

ない。 ピッ トは壁内にR～ Rの
4箇所がみられ、また西壁付近

には径 1%の 大形の ビッ トがあ

る。壁外にもR～ R3の 18イ国の ピ

ッ トがあ り、 この内R～ R、 Rl、

R、 R6、 R7な どは建物 に関係 あ

るピッ トと思 われる。覆土上層

か ら中層 にかけて炭化物、焼土

がみ られた。

遺物 は床面 、覆土下層か らは

少なく、覆土中層、上層が多かっ

た。陶磁器 (第20図 )、 鉄製品、

祗石 (第22図 )等が出土 した。

陶器は大部分 が室町時代の もの

である。

第 2号住居址

調査地区南西 より検出された。

第 1号住居址 より北西へ約10%
の所 にある。 3π 90の × 3彿 50

のの長方形 を呈す る。長軸 は、

ほぼ東西の方向に一致す る。壁

は軟弱であ り凹凸がある。壁高

は水田造成の時 に取 り土 となっ

ているため不 明であるが、現存

している音Б分 はローム層 を約50

の ほ ど掘 り込 んでいる。床面 は

中央 に向って僅 かに低 くなって

いるが比較的平坦 である。 しか

し踏み固めた ような跡はみ られ

なかった。床面上 にはカマ ド、

ピッ ト等の施設 は全 くみ られな

かった。柱穴 は壁際 より12箇所

検出された。住居址のコーナー

に各 1箇所づつあ り、その間に

は 2箇所づつみ られる。形状 も

◎二|:下

◎呈::

○二::

3黒色土 (ロ ーム混入 )

4ロ ーム (黒色土混入 )

5黒 土、ローム混合土
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第 5図 第 1号住居址(|:80)
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円形の他 に方形 に近 いもの もある。

また壁外か らもピッ トが検出されて

お り、R3～ R3は 住居 t■Lに 関係 した柱

穴 と思 われる。

遺物の出土は床面 か らは少な く、

覆土中層あるいは上層が多かった。

陶磁 器 、内耳 土器 (第 20図 )、 金属

製品、古銭 (第 22図 )、 炭化穀 類 が

出土 している。陶器 は大部分が室町

時代の製品である。炭化物、焼土等

は覆土中層の黒色土層内に多 くみ ら

れた。

第 3号住居址

調査地区の中央やや南 より検出さ

れた。第 2号住居址 より北へ約20物

の所 にある。 3π 60%の方形 を呈す

る。軸 は南北の方向 より僅か東へず

れている。水田の造成時に取 り土 と

なっているため、壁高 は不明である。

現存 している部分 は約 10の前後 と浅

い。壁はなだらかで あり硬 く、その まま床面 に続いてぃる。床面 は平坦であり、たたきとなっている。北側め壁

付近 には l π80の ×60%の長方形の浅 い窪みがみ られ、この底部 もたたきとなっている。柱穴は壁外にみられR
～R、 R～ Rが考 えられる。住居址東壁には 1つ 70の×90の、深 さ約15の の長方形の土墳がみられ る。恐 らく後

に住居址 を壊 って作 られた土墳 と思われる。

遺物 は第 102号 住居址 に比べ ると少なかった。陶器 (第 20図 )は大部分が室町時代の製品である。

第 2節 土 坂

魃

炉

O二£
|

◎

Ｐ５

・３７

0       1m

第 1号土墳

第 1号住居址 と第 3号

住居址の間に検出された。

第 1号土墳 を中心 に小形

の土墳、 ピッ ト、集石等

がみ られるが一括 して説

明 したい。

第 1号土墳 は径 2%前
後の不規則な円状の土墳

である。壁は、ほぼ垂直

に近 く、ローム層 を70の

前後掘 り込んで造 られて

いる。 底音6は 上ヒ較的平坦

であ り軟弱で ある。第 1

号土墳 の西側 には径 2π

50の の半円状の浅 い窪み

がみ られ、東半分 を第 1

号土墳 に切 り取 られた状

態 となっている。窪 み内

はん七土Lと 炭化物が一一面 に

広がってみ られ、更 にそ

の下 には灰レ 層ヾ となって

みられた。第 1号土墳の

南側 には/Jヽ形の土墳 が 2

◎呈み`
ο二

|し

0鴫

0旦 ::

◎ニメ
|

◎
Ｐｌｏ

躙

二」
        A3

呈品Q

O呈£○

◎二島

第 8図 第 1号土塘とその付近 (|:80)
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第 7図 第 3号住居址(|:80)
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箇所み られる。 どち らも深さ20の前後 と浅い。第 1号土墳の西 には

集石がみ られる。集石 は黒褐色土層上面 に同 レベルでみ られ、大部

分が割石であ り熱 を受 けていた。集石の周辺 には炭化 し′た穀物がみ

られ、相当量の炭化物、焼土、灰 などもみ られた。

遺物 は第 1号土墳覆土内、土墳付近 より陶器 (第 20図 )が出土 し

た。室町・安土桃山時代の製品である。

第 2号土塘

第 3号住居址の南約 3物 の所 に検出された。 2π 10の × 1%の長

方形 を呈す る土墳である。長軸 はほぼ南北の方位 に一致す る。土墳

はローム層 を約20の ～30の掘 り込 んで造 られている。壁はほぼ垂直

に近 く軟弱である。土墳の底部 は中央付近が低 くなってお り、全体

に東への傾斜がみられる。底部の状態は凹凸がみ られ、やや硬 い程

度である。土墳覆土内には20数個の石がみ られる。石 は土墳の北半

分 に集中 してお り、大形の石 には自然石が多 く小形の石 には割石が

多い。大部分の石 は覆土下層 にあ り、 3イ固の大形の石 は底部 あるい

は底部直上 にみ られた。焼石 はみ られなかった。土墳内は黒色土 と

ロニム層の混合土で充満 していた。 また土墳南東の隅には深さ 5の

前後の浅い窪み もみられた。

遺物の出土 は少なかった。覆土 より陶器、

炭化米が検出された。

第 3号土渡

第 3号住居址 を壊 り造 られている。 1%70
の × 1%の 隅丸長方形 を呈す る土墳 である。

ローム層 を約 15の ～20の掘 り込んで造 られて

いる。壁は1ヒ 較的なだらかである。底面 は平

坦 で硬 い。第 3号住居址の壁、床面 を壊 して

いるところか ら、 日寺期白勺には第 3号土墳の方

が新 しいと考えられるが、第 3号住居址 に関

連する施設 ということも考 えられ る。

遺物は覆土内 より内耳土器が出土 している。

第 4号土墳

調査地区の中央やや北よりに検出された。 2

π前後の隅丸方形 を呈する土墳である。土墳

付近は取 り土 となっているため壁高 は不明で

あるが、現存す る部分 はローム層 を約15の ほ

ど掘 り込 んで造 られている。壁はやや傾斜が

みられ る。底面 は比較的平坦であるが自然の硬 さ

深さも35の以下 と浅 い。 ピッ ト間には規則性 はみ

0   30cm

第 9図 第 2号土墳(|:40)

である。底面 には 5個の ピッ トがみられ、いずれ も小形 であ り

られない。石 は覆土中より5個検出された。 いずれも熱 を受 け

ていない。

遺物 はR内 より内耳土器の小破片、覆土か ら陶器の小破片数点が出土 したのみである。覆土下層に僅か炭化物
がみ られた。

第 5号土墳

調査地区の北東 より検出された。 2π ×90物の長方形 を呈す る。長軸 は南北の方位 より東へ ずれている。付近
は取 り■ となっているため正確 な壁高は不明である。現存 している部分 はローム層 を約30のほ ど掘 り込 んで造 ら

れている。壁はほぼ垂直であ り、自然の硬 さである。底面 は平坦 で自然の硬 さであり、底面直上 には薄 い板状の

炭化物が焼土 とともに一面 にみ られた。 また北東、北西の隅には、箱の棧 と思われる炭化物 もみ られた。恐 ら く

土壕内に木製の箱が入っていたもの と思われる。薄い板状の炭化物の上か ら覆土中層 にかけては、全面 にわた り
し相当量の炭化 した米・大豆・栗等が検出された。米・大豆・栗等 は混っていたが、比較的土墳の南側は大豆・栗
が多 く、北側 は米が多かった。覆土内は炭化 した穀物、焼土等の他 に黒褐色土が充満 していた。 また覆土上面 に

瞼
第 10図 第 4号土墳(|:40)
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けた跡 がみ られ た。

遺 物 は炭化穀 物 (第 19図 )の他 に陶器 (第 21図 )、 古銭 (第 22図 )が出土 した。陶器 は安 土桃山 時 代 の製 品 で

あ る。

第 3節 柱穴址

第 1号桂穴址

調査地区の北東 より検出された。第 5号土墳か ら南東に19個 の ピッ トが認め られ た。 ピッ トは15～ 35のの円形、

楕円形からな り茶褐色土 を4～ 14の掘 り込 んで造 られていた。茶褐色土上面からは炭化物の小片が検出されたが

◎瑚

第‖図 第 5号土墳及び第 |

は石がみ られた。石は35個 ほ どあ り15の ～20のの大 きさの ものが多

自然石は比較的上面 にみ られ、割石 は下面 に多いように思われた。

号柱穴址(|:40)

く、 自然石 と割石 の 2種類 か らなって い る。

大部分 の石 は焼石 で あ り、石 の底 面 に熱 を受

-12-



硬 い部分 はみ られ なか った。

ピッ トは大 き くR～ R、 R～
R4、 R5～ R9の 3列 に分 け られ

るが、 ピ シヽト間 には っ き りし

た規 則性 は認 め られなかった。

第 5号土墳 との関係 は明 らか

でない。

遺物 は茶褐 色土面 よ り陶磁

器 (第  図 )が出土 した。室

町 ～安 土桃 山時代 の物 である。

第 2号柱 穴址

調査地区 中央 やや南 よ り検

出 され た。 第 3号住居址 、第

2号土墳 に隣接 す る。 5π ×

8%の範囲 に15イ固の ピッ トが

認め られた。 ピッ トは20～ 30

の の円形 か らな り黒褐 色土 を

12～ 53-ほ ど掘 り込 んでいる。

黒褐 色土面 は炭化物 、焼土 が

多くみ られ、特別硬 い部分 はみ

られ なか った。R～ ROは建 物

遺構 に関係 す る柱 穴 と思 われ

る。Rと R、 Rと R、 Rと R0

の間 は約 3π 50の であ りRと
R、 Rと R。 の 間 は約 5π 50で

あ る。恐 ら く3間 × 2間 の建

造物 と思 われ る。

遺物 の出土 は比較

的豊 富 であ った。陶

磁器 (第 21図 )が主

で あ り、 それ らは室

町 、安 土桃 山時代 の

製 品 であ る。

第 3号柱穴址

調査地 区の北西 よ

り検 出 され た。東西

8%、 南ゴヒ7%の 範

囲 に23イ固の ビッ トが

″点在 してい た。 ピ ソヽ

トは大部分20の 前後

の 円形 で あ り、ロ ー

ム層 を掘 り込 んで造

られて いた。深 さは

5～ 44の とまち まち

であ る。水 田造 成 に

よ り取 り土 とな って

い るため、全体 にこ

れ よ り深 か った もの

と考 え られ る。 ビッ

トは南半分 に多 く、

い くつ かの ビッ ト間

●
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第 14図 配石址(
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l:80)

には規則性 も認め られた。Rと R、 Rと R3は 、

約 3η であ り、R～ R、 R4～ R3の 間には関連

がみられる。

遺物 は陶器 (第 図)が出土 している。室

町～安土桃山時代の製品である。

第 4節  その他

酉己羅ヨカ止

第 2号柱穴址 に隣接 して検出され た。 8×

3物 の範囲に約 150個 の自然石か らなってい

る。石 は約80の の中で南北 に走ってお り、発

掘地域 を拡張すれば更に南へ続 くもの と思わ

れる。 またこの酉己ダJか ら約 2π 東には 3π に

わた り石 を南北 に並べ られた別の酉己列 がみ ら

れた。 この 2つ の配ダ1の 間には多量の焼土が

みられたが、焼土の多い割 には焼石は少なか

った。配石、焼土 とも黒褐色土面にみられた。

配石は 5～ 40のの大小 さまざまな石 より構成

されてお り、酉己石の上面の高さは一定 ではな

いが全体的にみる と比較的平坦 であった。

配石址 からの遺物の出土はなかった。

集 石

調査地区の北西 より検出された。第 3号柱穴址 に隣接 してお り、第 3号柱穴 l」Lと の関係 は明 らかでない。水田

造成 により取 り土 となってお り、相当壊 されているもの と思われ る。現存す る音5分 は、ローム層上 に3π ×1.5π

の範囲に数"の 小石か ら40"前後の自然石 より構成 されている。焼土はみ られなかった。遺物の出土はない。

瑾
已

溝状遺構 (
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調査地区 No。 |

1埋土

2黒褐色土

3茶褐色土

4褐色土

5砂礫層

調査地区No.2
1暗褐色土

2ロ ーム、砂 、黒色土の混 じり
3礫混入茶褐色 土
4ロ ーム、暗褐色上 の混 じり
5黒 色土

6砂礫、黒色土の混 じり
7砂礫層

道路の石が

水路の石 か不明

非常 に硬い面 (道路跡 ?)
ローム と黒褐色上の混 じり

1黒褐色土

2細かい砂層
3黒褐色土、砂層の混 じり

4黒褐色土(砂 が層 となって堆積 )

5黒褐色土 (ロ ームやや含 む )

1黒褐色土

2茶褐色土

3黒褐色土

4ロ ーム、黒褐色土、砂 の混 じり

5灰褐色土(砂 を多 く含 む )

6ロ ーム と黒色土の混 じり

7ロ ーム

8砂質 ローム

9灰褐色土 (砂 を多 く含 む )

1埋土

2暗褐色土

3暫稽色 菫 マ苫191駐 李2魯3ク
だ赤い

警
子が混知

4赤褐色土

5暗褐色土

6黒褐色土

7砂層

1黒褐色土

2黒褐色土 とロームの混 じり(粘 1生大 )

3砂質 ローム層

溝状遺構

北地区に東西、南北の 2筋 の溝状遺構が検出された。南北の溝は、東西の溝に切 られた形 となってお り、 2筋

の溝が同一の ものか否か明 らかでない。接合部の底面 はローム上面 より東西の溝は-14の、南北 の溝は-4の で

あり、10物 の差がみ られた。東西の溝 は、外堀か ら内堀へ続 く堀 より北へ約 1つ の所か ら始 まってい る。東西の

溝の深 さは15-前 後であり、断面 は深いU字状 となっている。底音6は 凹凸が激 しく、音6分的に硬 い面がみられた。

砂粒はほとん どみ られなか った。南北の溝は東西の溝 に比べてや 浅ヽかった。断面 はU字状 を呈 してお り、底面

は東西の溝 と同様:凹 凸が激 しく、部分的に硬 い面がみ られた。溝内には、 ところどころガヽ形の石 がみ られたが、

底面上の石は少な く、溝内に浮いた形の石が多かった。

遺物は東西の溝の覆土 より陶器片が一片出土 した。

外 堀

外堀付近の開由は古 く、外堀 を埋めた当時の様子 を知 っている者は現在いない。 しか し南イ員J・ 北側の段丘崖 に

は一部分堀の跡が残 ってお り、それか ら外堀のおおよその位置が推察できた。調査 により外堀の上面の輪郭が確

認 された。それによると堀の中央部付近が西へのびてお り、そこか ら北側へは 8～ 13π の中で延 び、南イ貝Jは 北側

に比べ僅か引 っ込 んだ形で 5～ 10%の 巾で真 っ直 ぐ延 びているど また音6分的な調査 しかできなか ったため明 らか

でないが、内堀南端 に続 くもう一つの堀が存在すると思われる。

断面NQ lは調査地区の北端 であ り、上面巾は約13御 、深 さ約 3π である。中央 より内側の傾斜面 は外側の傾斜

面 に比べると急であり、外イ貝Jの 傾斜面 は 2段 となって い る。底部近 くは大形 の礫 が多 く、底 部 は砂礫 層 で あ

る。Na 2は 中央部付近の断面 である。西側の小河川からの砂の堆積がみ られる。上面巾は12%前後であ り、深 さ

は約 lπ であ る。 No。 3は 外堀 と内堀へ延 びる堀の接点付近 の断面である。断面調査地区内で一番堀の浅 い部分 で

ある。断面中央付近に石の集中 してみ られる部分があ るが、如何 なる性格の ものか明 らかでない。断面 中央部分

第 17図 外堀土層断面図 (|:120)

?Od^e oo9

調査地区No.6

硬い面 (道路跡?)/
(ロ ー ム 、黒色 上 の 混 じ り)
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に非常 に硬 い面がみ られた。No。 4は 中央南の断面である。上面巾約 6後 、深さ約 1.3御 である。外側 の傾斜面 に

比べ、内側の傾斜面 は僅かに急である。NQ 5は調査地区南端の断面 である。上面巾は約 8御 であ り、深さは約 2

π弱である。内側 の傾斜面 は比較的急であるが、外側 は傾斜面中央付近で僅かに折れ、なだらかな傾斜 となってい

る:No.6は 内堀 に続 く堀の断面である。調査が不充分で断面の形状 は明 らかでないが、堀の北イ貝Jの斜面 は深 さ 1

%前後で比較的 なだらかであり、途 中より急 に深 くなっている。傾斜面の途中には、巾 1.4%の 硬 い面が ある。

以上、個々の断面 について述べてみたが、外堀 とそれか ら東へ延 びる堀の成因には西から流れ込む小河川が重

要な役害Jを 持 っていたと考 えられる。恐 らく、 この河川 を利用 して内堀南端へ続 く堀が造 られ、 また南北へ続 く

外堀 も造 られたと思われる。城郭の外音Ьか ら外堀 を通 って どの様 に入ったかについては明 らかでない。が、断面NQ

3で み られる様に、外堀の中央付近の南イ貝Jが最 も堀が浅 く、非常 に硬 い面がみ られ る事:な どか らここに土橋が存

在 したもの と考 えられる。 また東に延 びる堀のなだ らかな傾斜面 にも硬 い面が検出されてお り、城郭 の外部 より

堀底道 を通 り主郭 部 へ通 じて いた こ とも考 え られ る。 (伊藤 修 )

第Ⅳ章

第 1節 唐沢城以前の遺物

今 回の調査 で、城以前の時代の遺物 が数点出土 した。土器 は 3片出土 してお り、いずれも縄文時代の ものであ

る。石器は黒耀石製の石鏃 1点、硬砂岩製の打製石斧 2点、黒耀石 7片 が出土 した。その他 、須恵器の小破片が

2片出土 した。

第 2節 陶磁器 、内耳土器

今回の調査 で出土 した陶磁器、内耳土器 は、約 350点 で、そのすべてが断欠品である。陶磁器 の種別 をみ ると

瀬戸系約55%、 常滑系約10%、 美濃系約 5%、 青磁・白磁約13%、 内耳土器約15%、 その他約 2%で あ り、瀬戸

系が全体の半分以上 をしめている。時代的にみると須恵器が 2点 あ り、後 は室町時代約66%、 安土桃山時代約23,

%、 江戸時代約 5%、 不明その他約 6%で ある。器形か らみると、 日常食器類が大部分であ り、一部祭器 と思わ

れるものがあ る。

地区別にみ ると出土量は北区が全体の28%、 南区が72%で あり、圧倒的 に南区が多い。北区は室町時代の もの

が40%、 安土桃山時代の ものが43%、 江戸時代 その他が17%で ある。南区は室町時代の ものが86%、 安 土桃山時

代の ものが13%、 江戸時代その他が 1%である。北区に比べ南区は、室町時代の色彩が強いように思われる。

出土陶磁器の詳細 については第 1表の通 りである。

第 3節  古 銭 、 金 属 製 品 、 祗 石

1、  1占   」浅

欠損品 も含めて22点 出土 した。第22図 1は咸平元宝 (北宋 998年 )、 2は 熙寧元宝 (北宋1068年 )、 3・ 9は 至道

元宝 (北 宋 995年 )、 4は 開元通宝 (唐 621年 )、 508は 皇宋通宝 (北宋1039年 )である。
2、 金属製品

第 1号住居址 、第 2号住居址、第 1号土墳 より鉄製釘類、鉄製鎌、装飾品などが出土 した。鉄製釘 は第 1号・

第 2号住居址 より出土 してお り、断面が方形 を呈 している。20は 第 2号住居址覆土 より出土 した鉄製鎌である。

刃部が半分ほ ど欠損 してお り、一面茅状の植物の附着 した痕跡がみられる。21は 第 2号住居址の覆土 よ り出土 し

たもの で、青銅製の装飾品と思われ る。22は 第 2号住居址床面 より出土 した環状の鉄製品である。断面 は円形で

あるが大 さは均一でない。23は 第 1号土墳付近 より出土 した鉄製品である。断面 は方形 を呈 してお り、先端部 は

鋭い。

3、  砥    石

第 1号住居 t■L、 第 2号住居址 、 第 2号土墳他 より出土 した。全部 で 6点 出土 して お り、いずれ も欠損 品 である。

比較的 よ く使 用 されてい る。                              (伊 藤
~修

)

物遺
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第 4節  自然遺物 (出 土穀類 )

出土 した農作物穀粒遺体は、米、小麦、大豆、粟、ソバの種実 であった。量的 に多いのは米、大豆、栗であり、

小麦、ソバが少量確認 された。第 203号 住居址、第 1号土墳付近 か らは粗米が塊状 にかたまった状態で、第 5

号」■墳からは栗 と大豆が 2:8く らいの割合で含 まれている塊状の もの と、米・大豆・栗・ソバ・ /Jヽ 麦が覆土 と

混 じった状態の もの とが出土 した。 このうちの一部 を水洗 し、米粒 については長 さ、幅及び厚 さをノギスで計測

した。また栗・小麦・大豆・ ソバは万能拡大投影装置 を用いて長 さと幅 を計測 した。

1口  」■  1位

塊状で出土 したものはその解体 が難 しく、 しかし米がかな り変形 していると思われたので、主 に第 5号土墳か

ら出土 したものか ら原形 をと どめていると思われる 100粒 を選 んで計測 した。その結果、粒長 は3.8～ 5。 レ 、粒幅

ダ」 Illl繁「 君曇fi了

'i准

籠夢り で λ孫軍でテ奪鸞寛『 讐負kテ 肇鼻坂億球「 11竜:写娼11堪ぜ f碁
けられている、米粒の長 さに1ヒ して幅 がやや広 く全貌が広楕円様 を呈 している もの とほぼ近 いものが約20%ほ ど含

まれていた。 しか し50%以上 は、北東ア ジア種 (日 本型 )と いわれる標準型の ものであろう。その中に粒長5.3m
以上の大型の もの と、幅 2.1-以下 の細身で小粒の もの とが若干混 じっていた。いずれにして も、かな り変異に

富んでいることがわかったが、 これが単 なる一品種 の個体変異によるものであるか、あ るいは下須川種 に由来す

るような品種 が北東ア ジア種 に混 じって作 られていたのかは明 らかではない。参考 までに天正 10(1582)年 に落城

炎上 した下伊那郡松川町台城の焼失倉庫址か ら出土 した炭化粟で及び弥生文化期の各地方出土の古代米 との粒長

幅比の比較 をしてみた (第 18図 )。 これによると本遺跡出土の炭化米は、九州 地方 のもの に類似 しており、また台

城の ものは関東地方の もの ときわめて近 い形態 を示す傾向がみ られた。

2日 大  豆

多量に出土 した ものの うち完全 に近い30粒 を計測 した。現在の栽培品種 と同様、広楕円形のダイズ特有の形態

を保有 し、膳帯痕 も細かで少 し短 いが明瞭に残止されているもの も多い。長 さ×幅 ×%の平均値 は8。 7物 ×6.8物

×1.28で あり現在のもの とほぼ同等であるが、変異の幅 は長 さ7.0～ 10.7御、幅5.0～ 8.7-、 熊 1.00～ 1・ 60と 個体

変異は著 るしい (第 19図 )。

3. 粟

大豆 と供 にきわめて多量に出土 し30粒 を計測 した結果、秤 を有 しているものもあるが 、大部分 は火焼のために

将 を失 ったもの と思われる。粒は現在のもの と比較 し、円形に近 く小粒であった。長 さ×幅 ×趙絆 平 均値 は、

1.55m× 1.34物 ×1.16-で あった。 (第 19図 )

4. ′Jヽ  麦

小麦の出土量 は極 くわずかであったが、確認 した20粒 について計測 した結果 、長 さ×幅 ×%の平均値 は 3.7m
×2.8物 ×1.3で あ り、 きわめてガヽ粒であった。 このガヽ麦 は長さに比 して幅が著 しく広 く概貌が類円形 もしくは広

楕円形であることか らコンパ クタム小麦 (6倍性 、Triticum compactum)と 推察 される。形状 は粒:の 腹面はあ

まりふ くらんでいないが、裏面 は内外両縁丸み をおびてい る。腹面 には縦に正 中位 に溝が切れ込 んでいる。

5. ソ  バ         ′

この遺跡中で確認 されたのは僅 か 2粒であったが、いずれ も現在の普通 ソバ種実 に比 しかなリガヽ粒であった。

(小林喜美江 )

(言主)

1.直 良 信 夫  「 日本 古代 農 業 発達 史」 さえ ら書 房

2.佐 藤 敏 也  「 日本 の古 代 米 」 雄 山 閣
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第 1表  出土 陶器一 覧表

番 号 名 称 器 形 分 厚 さ物 出土 場 所 製作 時代 注 記 番号 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22

23

24

25

26

27

28

29

30
31

32

33

34
35

36

37

38

39

40
41

42

43

44
45
46
47
48
49
50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64
65

66

67

68

69

70

瀬
常
瀬
常
中
瀬
瀬
美
　
常
美
美
瀬
中
灰
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
常
瀬
瀬
瀬
瀬
中
中
中
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
三
瀬
常
瀬
美
瀬
瀬
瀬
瀬
不
須
筒
四
瀬
瀬
瀬
瀬
瀬
美
瀬
瀬
瀬
常
美
瀬
中
瀬
す

部
　
　
　
　
　
　
縁
　
縁
　
縁

頸

底
胴
　
胴
底
胴

ヽ
胴
胴
胴
胴
胴
　
胴

縁口
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
口
　
　
口

口  縁 、 胴

月同

月同

月同

月同

月同

月同

口縁 、頸 、胴

月同

月同

月同

口     縁

月同

胴、 底

口  縁 、 胴

月同

口  縁 、 胴

口     縁

底

底

月同

口  縁 、 胴

半  完  形

口  縁 、 胴

月同

底

底

口  縁 、 胴

月同

口     縁

底

月同

月同

蓋

口  縁 、 胴

月同

月同

月同

底

月同

口     縁

月1可

口

縁口

口 縁
　
縁
　
縁

6

15

6

11

7

6

6

11

11

11

12

8

7

5～
7

6

5

6

5

8

6

9

7

8

10

9

6

8

8
～ 9

6

4

4

8～ 14

6

5

6

5

8

6

9

6

4

7

10

10～ 17

8

5

6

10

6

7

8

8

7

6～ 8

5

5

5

5

9

5

6

8

10

8

10

5

6

6

面
土

床
覆

住
住

ノ

号
号

ｗ

第
第

第

　

第

号 住 床 面

号 住 覆 土

号 住 覆 土第

第 1号土墳 覆 土

第 1号土 墳 付近

第 2号土墳 覆 土

第 5号 土 墳 覆 土

第 1号 柱 穴

町

町

町

町

〃
〃
〃
宋

室

室

室

室

安  土  桃  山

安  土  桃  山

町
？
町

末町
室
室
室

初
町
　
山
町

町室
　
　
桃

一
　

　

〃

倉
　
　
土

鎌
室
　
安
室

山
町

土安
室

一月
山土

江
安

町
　
町
　
山
町

土

室
　
室
　
安
室

町室

1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

19

20

21

22

24

25

30、

31

34

35

36

37

38

42

44

51

52

53

55

56

57

61

62

63

64

65

66

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

86

58

59

89

90

158

159

160

162

166

167

第20図 7、 図版15の 1

第20図 11、 図版15の 2

第20図 8、 図版15の 3

第20図 9、 図版15の 4

第20図 10

第20図 13、 図版15の 5

第20図 14、 図版15の 7

第20図 12

第20図 15、 図版15の 8

図版16の 2

第20図 16、 図版16の 3

第20図 17、 図版16の 4

図版16の 5

第20図 21、 図版16の 7

第20図 20

第20図 25

第20図 18、 図版16の 6

第20図 24

第20図 23

第20図 26、 図版17の 1

第20図 27、 図版17の 2

第20図 22

第20図 19、 図版17の 4

第21図 1、 図版17の 5

図版17の 6

図版18の 8
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番 号 名 称 器 形 分 厚 さ物 出土 場 所 製作時代 注 記 番号 備 考

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100
101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112
113

114
115

116

117

118

119
120

121

122

123

124
125

126

127

128
129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

碗
戸
れ
碗
碗
皿
甕
壺
皿
ん
壺
壺
鉢
碗
皿
鉢
目
目
碗
壺
壺
目
陶
目
磁
碗
碗
目
皿
皿
陶
磁
目
磁
目
磁
碗
磁
磁
甕
壺
壺
碗
甕
皿
皿
碗
壺
鉢
碗
瓶
器
目
目
鉢
碗
炉
目
鉢
碗
皿
壺
瓶
鉢

瀬
　
　
　
釉
滑
耳
〔
　
滑
滑
　
　
釉
　
』
一
　
　
耳
一
］
一
』
　
　
一
　
　
］
］
一
］
一
』
　
』
』
滑
　
釉
茶
滑
　
　
釉
　
一
茶
　
花
一
一
』
一
　
　
り
、釉

〔
滑
　
』

瀬
黄
肩
瀬
瀬
灰
常
四
お
三
常
常
瀬
美
灰
瀬
美
瀬
瀬
瀬
四
瀬
中
瀬
中
美
瀬
瀬
瀬
瀬
中
中
瀬
中
瀬
中
瀬
中
中
常
瀬
鉄
平
常
瀬
瀬
灰
瀬
瀬
平
鉄
仏
瀬
瀬
灰
瀬
香
天
す
鉄
お
常
瀬
灰

磁
明
？
鉢
壺
鉢
明
瓶
壺
碗

』　濃　濃　　　　釉

中
不
美
瀬
美
瀬
不
水
瀬
灰

縁

胴
　
　
　
　
　
縁

胴
底
底
底
胴
胴
胴
縁
底
胴
底
胴
　
胴
胴
胴
底
胴
胴
底

口
　
　
　
　
　
　
　
口

縁口

縁
胴
縁
縁
縁

縁

口

口

口

口

口

縁口

縁
縁
　
　
　
　
胴
　
　
　
　
　
　
縁

底
胴
胴
胴
縁
胴
底
底
底
胴
胴
　
胴
頸
胴

口

口
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

縁

底

口

縁
縁
縁
　
　
　
　
　
縁
胴
？
　
　
　
　
　
　
　
胴

胴
底
底
底
胴
　
縁
　
　
胴
胴
底
　
　
胴
縁

口
口
口

　

　

　

　

口
口
底

　

　

　

　

　

　

口

7

7

5

7

6

5

9

～ 12

10

9

10

8

6

2

6

8

6

6

5

6

8

7

4

5

～ 9

6

6

8

5

4

3

5

2

5

～ 7

4

5

8

12

12

5

5

14

7

5

6

10

9

5

7

5～

4

6

6

4

6

5

7

6

7

11～ 16

5

7

4

11

10´-13

8

7

10-14
13

5

7

7

第 1号 柱 穴

第 2号 柱 穴

第 3号 柱 穴

北 区 そ の 他

溝 状 遺 構

外      堀

町
戸
山
町
山

江一
桃
　
桃

山桃
土
　
土

土
室
安
安
室
安

町室

町
？
山
　
山
町

倉

土
　
土

室
鎌
安
　
安
室

町

　

町

室

　

室

山

町

　

　

町

　

町

　

町

土安

室

　

　

室

　

室

　

室

山

町

山

町

山

土

　

土

　

土

安

室

安

室

安

町
？
？
　

町
　
山
　
倉
　
山
戸
？
　

山
町

町
倉

　

　

〃
　

〃
　
　
　
　
倉

土
　
　
　
　
土
　
　
　
　
土

室
室
鎌
　
室
　
安
　
鎌
　
安

江
鎌
　
安
室

一戸
　
一戸
　
山
町
山

土
　
土

江
　

江
　
安
室
安

168

170

171

172
173

174
111

112

113

114

115

116
117

118
119

122

123
124
128

129

133
134
137

138
139
141

142
143

144

145

146

147

149
150

152

153

154
155

157

177
178

179

183

88
91

92

93

94

95

96

97

98

99

100
101

102

103
104
106

185
186

187

188

189
190
191

192

193

194
195

196

197

199
202-204

図版19の 1

第21図 8

第21図 11、 図版18の 3

第21図 10、 図版18の 4

第21図 9、 図版18の 5

第21図 13、 図版18の 6

第21図 14

第21図 15、 図版18の 7

第21図 12

第21図 16

第21図 2、 図版17の 7

第21図 3、 図版17の 8

第21図 4、 図版18の 1

第21図 5

第21図 7

第21図 6

第21図 17、 図版19の 2

第21図 18、 図版19の 3

第21図 20
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番 号 名 称 器 形 分 厚 さ物 出 土場 所 製 作 時代 注 記 番号 備 考

145

146
147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157
158
159

160
161

162

163
164
165

166
167

168
169

170
171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184
185

186

187

188

189

190

191

192

193

194
195

196

197

198

199

200
201

202
203
204
205

206

207

208
209
210
211

皿
皿
磁
瓶
磁
皿
い
皿
目
戸
目
皿
皿
碗
磁
目
磁
鉢
磁
磁
皿
鉢
皿
碗
磁
磁
磁
磁
磁
壺
壺
壺
壺
目
壺
鉢
壺
甕
鉢
ヨ
壺
壺
甕
鉢
鉢
器
壺
目
壺
壺
壺
皿
目
壺
壺
皿
皿
壺
鉢
壺
皿
碗
鉢
瓶
鉢
皿
目

釉
釉
』
　
』
　
　
釉
一
　
一
〔
　
　
¨
一
』
　
』
］
一
　
　
　
』
』
』
』
』
滑
　
　
滑
一
　
　
　
滑
　
　
　
　
滑
り

「
恵
　
　
　
滑
　
釉
一
　
滑
　
　
釉
　
　
〔
　
　
¨
　
釉
一

灰
灰
中
瀬
中
瀬
瀬
灰
瀬
瀬
瀬
お
瀬
瀬
中
瀬
中
瀬
中
中
瀬
瀬
瀬
瀬
中
中
中
中
中
常
瀬
瀬
常
瀬
瀬
瀬
瀬
常
瀬
常
瀬
瀬
常
す
す
須
瀬
瀬
瀬
常
瀬
灰
瀬
瀬
常
瀬
瀬
鉄
美
瀬
お
瀬
瀬
鉄
三
白
瀬

縁

縁

縁
縁
　
縁
縁

胴
頸
胴
底
胴
胴
　
　
底

口

口

　

口

口

口

口

底

月同

月同

月同

口  縁 、 胴

月同

胴 、 底

縁

月同

縁

縁

底
底
　
底

口

口

口

縁口

縁

胴
胴
胴
底
胴
胴
胴
　
胴
胴
底
胴
胴

口

胴
胴
　
縁
　
　
　
縁
　
縁
縁
胴

胴
胴
胴
胴
胴
底
胴
胴

ヽ
底
胴
胴
胴
縁
縁
胴
　
胴
底
胴
　
胴
　
　
縁

頸

口

口

　

口

　

　

　

口

　

口

口

口

縁口

3～ 5

5

7

5

6

9

5

8

5

5～ 8

10

8

10-14
11

6

6

8

8

11

10

11

10

7

11

7

8

7
～ 7

8

10

7

3～ 6

6

7

10

5

北 区 そ の 他

南 区 そ の 他

町

町

鋤
町
　
一戸

中一戸江
室
　
江

町

室

室

室

安 土 桃 山

安 土 桃 山

安 土 桃 山

安  土 桃 山

室

室

室

安  土  桃  山

安  土  桃  山

町室

町

町

室

室

室

室

町

　

町

町

町
山
？
　
崎
　
？

桃
　
　
０

町
　
　
　
　
町

土
　
　
　
町

室
安
室
　
室
　
室

町

町

？
町

山

〃
〃
〃
〃
桃土安

室

205
206

208
209
211

214
215
217
218
219
220
221

222
223
224
225
226
227
228
229
230
231

237
239

244
245

246
247

248
252

253

254
255

256
257
260
261

262
263

264
265

266
268

272
273

275
276
277
278

279

280--282
283

285
286
287
289
292
294
297
298
299

300
301

302
303
304
308

釉璃瑠

第21図 19

第21図 22、 図版19の 7

第21図 21

第21図 26

第21図 23、 図版19の 4

第21図 25、 図版19の 5

図版19の 6

第21図 24

-22-



第 V章 所

唐沢城址の発掘 は、昭和 50年度県営圃場整備事業 に伴な う緊急発掘調査である。本調査 で得 た 2、 3の 問題点

を述べて所見 としたい。

1)唐沢城の 占地 について。本城址 は天竜川右岸段丘上 に突出 した半島状の台地崖縁上 に占地す る平 山城であ

る。

2)土塁。現在残 っている土塁 は、主郭部の北側内堀に面 した所か ら東へ22つ 間 に過 ぎない。 この主郭 は古 く

は畑地であったの を昭和8年上流か ら水 を引いて開田 したもので、周囲に巡 っていた土塁 を取 り去った と言われ

て、いる。 また南 1員J崖縁 には僅かばか り高い箇所があるが、 これな ど土塁の面影 をとどめているものである。土塁

の型式は、小室栄一氏の分類 によるとNo12」ノ‐
榎下城北崖 にその例 を見る。当城址 には主郭 は勿論の こと、他

の郭 に も内イ貝Jに 設けられていたもの と思われる。土塁の基底幅 を現在測定出来ないので、高さ・幅 を推測するこ

とが困
`難 となっている。

3)堀。今 回の発掘調査では外堀 に当る箇所が工事 にかかるので調査 を行 なった。外堀 は中央部 と考える箇所

に西の木戸が設け られていたので、その箇所 を境 に南北の河岸段丘 まで堀 られている堀 を、主要箇所の断面 を調

べ る方法で調査 を行 なった。その結果、木戸の北側の堀型は、Lゴ‐
と言 う西側に段 のある堀型であった。南側

には段 は見当 らなかったので、堀の外イ貝Jに 土塁が存在 したとす ると、小室氏の言 う 5型式か 6型式の堀 ではなか

ろうか。 これ らの型式 は戦国的型式 をもつ堀 と思われる。内堀 は地形的に1∫L逆 に西側の高 い型式である。

4)堀底道。内堀 は北イ貝Jに 道があり古 くは堀底 を通 っていたと伝 えられているところよ り古 い様相が窺 われる。

外堀 は堀底道があったかどうか明 らかでない。

5)帯郭。主郭の北斜面 に窺われる。内堀の下斜面か ら東方に突出 した尾根先の北側斜面 までのびている。そ

の幅 3～ 4π で主享卜の北側土塁上 まで45度近 い急斜面であ り、防禦 には十分であ る。東側 に突出 した尾根 には帯

郭 と同様 な郭 が 2箇所設けられている。 こうした例 は、駒ケ根市赤須城 t■L、 飯島町鳥居原 トヤゴ城址、松川町舟山

城址等に認め られ るところである。

6)大手口。城 l」Lに は大手、溺手が存するが唐沢城址には今 までこれ と言 った出入口が明 らか でなかったが、

今回の調査で出入口が確認 されたことは大 きな発見 と言わなくてはな らない。これを指 して大手 口とす るのは ど

うか と思われるが、ここでは一応そ うした名称 を付 してお く。遺構酉己置図にみられ る様 に外郭 の北地区 と南地区

を分害Jす る部分 に堀が切れた箇所が発見された。この事実 は、この箇所の西 に外郭が存 しないか ぎり丁 その位置

は動かないと考 えざるをえない。唐沢城以外の城で私が調査 した伊那市荒城の例 など唐沢城の例 と合致す る。 ま

た主郭 に通ず る道 もこの箇所以外に求め られない。恐らくここを通って主郭に通 じたものであろう。主享卜の入口は、

ここからでは南隅に当たる状態であるが、現在内堀が埋められている以上、主郭部の確実 な出入回は示す事ができない。
7)建物址 。今回調査 した外郭 は、出入日の道路 を境に北地区 と南地区 とになるが、これが外郭全体 であるか

どうか ということになると不確実であ る。 この こ とは主郭 1に 対 して外郭が 3～ 4と いう大方 の上ヒ率からすると、

南 Jヒ 地区を合せて も1.8～2.0で あ り、 まだこの倍位 の外郭があっても良いと見る向きもある。今回発見された 2郭の

建物址 をもって外享「全体 を受 けとめ るのは早計 と考 えられるので、差 し控 えたい。北地区発見の柱穴群 は堀立建

物址である こ とは確 かであるが、女日何 なる′
1生 質 を持 った建物址 であるか明 らかにできない。柱間々隔か らして住

宅建築 としては不適当な建物である。 また、この地区の内に米・大豆・栗等の穀物が貯蔵 されていた事実 は、城

としてばか りではな く、当時の民衆の食生活の究明に大 きな意味 を有す ると言 う点で重大な発見であった。

この貯蔵施設附近 にも柱穴が認め られるので穀倉 としての建物址 として注 目に価 する。残念 な ことで あ った

が、この地区 も完掘ができなかったので、郭全体の姿から論ずることがで きなかった。 また、南地区の郭 か ら方

形で竪穴式の住居址が 3軒 も検出されているが、これはいずれ も室町中期の住居址 である。土師器 を出土する住

居址の如 く竪穴内に 4柱 という形の住居址 ではな く、壁辺 に小柱穴 と、壁外に柱穴 を有する住居 である。内には

炉 を持 たな く、 しか も床面が柔 らかな状態の住居址 であることに注 目したい。 この こ とは、住 居 内 に辱iく 藁 ・

草等 をひいていた住居址 であろうと考えられる。建物 も、勿論壁外柱穴 を有 した屋根下緊梁の切上造 りの堀立建築

ではなか ったか。その他堀立建物址 は柱間々隔上、厩屋の ようなものであったのか、倉か納屋のようなものであっ

たのか判然 としない。絵巻物にみ られる都会風の建築ではな く、地方農村的な建築ではなかろうか。 まだ主郭の

調査がなされ てい ないの で、その主要部分の建物の様子 を知 ることができない。

8)唐沢城 の附近の城 t■L。

①本郷城 (飯島城 とも言 う)。 本城 は天竜川の第 2段丘上子生沢に面 した台地上 に占地 してい る。南 と東 は段丘

縁に面 し、土塁 はめ ぐっていないが、西 とJヒ には内堀 と外堀がめ ぐってい る。 また、西 とゴヒには原形 に近 い土塁

が残 っている 。城の型式か ら戦国築城 と考えられる城址であ る。本城の東、天竜川に接 して古城 とい う小規模の二

重の堀 をめ ぐらす城址 が現存 している。この城は、飯島氏が初めに築城 した城 と考えられる。築城の年代 は明らか

でないが、本城 (飯 島城 )が戦国城郭型式で拡張 された痕跡 をとどめ るので、本城が築城するまでは使用された

見
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ものであろう。 また、本城が築城 されても出城 として使用 されたか も知れない。昭和48年 153号線国道パイパ ス

エ事 に当 り、南羽場地区 を発掘 した ところ、室町時代の住居址、柱穴址、道路敷 と考える敷石址や相 ノ沢に面 し

て 2本の堀が発見されたことによ り、城主の居館址 として注 目されるにいた った。

②岩間城。飯島町岩間地区に所在す る平地城である。岩間氏は尊卑分派によれば、船 山の城主、片桐源八の三

男片桐二郎太夫寿綱 (信州岩間飯島氏の祖 )と なっている。岩間氏は飯島氏 と同様飯島の地 にあって地方豪族 と

して勢力 を張 っていた ものである。現在城郭 らしき遺構 は見受 け られないが、地名には、城・入口・町谷・井戸

端・垣外・小丸・大丸・薬師畑・東谷寺等 があ り、岩間氏の居城 を物語 るものである。城郭 は 1.1ヘ クタール・

町谷 1.5ヘ クタールの面積が地名 に残 っている。城 と言われている地域は一段 と高 くなっている。町 谷地区は城 と

言われている地区 よリー段 と低 い。 また、北 と南 には湿地帯があ り、当時の生産地帯 を思わせる。昭和41年城の

地籍 にあった空堀巾、約10%深 さ約 2～ 3π を埋めて水田 とした。現在、堀の北限が本沢の断面 にみ られる。 その

外の堀 は不明であ る。入口とい う地名は城の西木戸があったことを物語 って くれる。唐沢城で出土 した炭化穀物

と同様 な炭化穀物が地下式貯蔵庫か ら発見されたとの話 である。初 期岩間城 と戦国の岩間城 との改変があったか

否かは、明 らかでな い。

③ トヤゴ城。唐沢城 と同 じく天竜川右岸段丘上 、与田切 川の合流地点に突出 した半島状台地 に占地する城郭で

ある。空堀が二重 に巡 り主郭 の一部 には僅かに土塁が面影 をとどめている。堀底道 などの存在か ら戦国城 と考え

られる城址である。その外天竜川段丘上 には、松川町の大島城、上片桐の船 山城、駒 ケ根市赤須城等唐 沢城址 とま

った く同型式 をもった城郭が見受 けられる。

9)陶磁器 につぃて は、本文の中で詳 しく述べてあるので、それを参照 してもらいたい。大方は室町期の もの

であることか らして、主体 は室町日寺代 と考 えるべ きである。 また、主郭地区か らは昭和 28年の開田の時、室町・

安土桃山時代の天 目茶碗他、数点の陶器片 と古銭 (中 国銭 )が出土 している。

10)唐沢城の存在期間について。 この問題は大変 に困難な問題であるので、ここでは結論的なことではな く、

研究経過 を述べてみたい。出土器物か らして見 ると、鎌倉期では山茶碗、香炉など優品が検出されているところよ

り、鎌倉期 に女台まりを求め ることができると思 う。鎌倉期の領三ヨま今 日迄明かでないが 、鎌倉時代 に飯島氏 は石

曽根氏、田切氏の諸豪族 を支配 していた様で あるか ら、鎌倉期 は石曽根氏或いは田切氏が領 していたのではなか

ろ うか。室町時代中期 は、出土遺物 も一 番多い時期 であるところより、唐沢城の基礎が確立 した期 ではないかと

考えたいが、現在の ところ、主郭及び外郭の北地区が、桃山時代 の遺物が室町時代よ り僅か多い所か ら現在の城

址の形 までには至 らなかった と考 えられる。以前の城郭が どの程度の規模 であったか不明であるが、」卦多氏の配

下唐沢氏が入ってか ら、戦国城郭 に改変 したもの と考 えられる。

唐 沢城の報告書作成 に当っては、地元の宮下静男氏、信州大学農学部 松沢教 授、氏原・俣野助教授、学生小林

喜美江氏、瀬戸市窯業民イ谷資料館長宮石宗弘氏の献身的御支援 に対 して心 より感謝の意 を表するものであります。

編集 は飯島町教育委員会伊藤修氏が当 った。 (調査団長 友野良一 )
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自然遺物 と鉄鎌について

(1)農作物穀粒遺体について

(1)そ の出土状況 をみ るに、第 5号土坂 は、おそらく穀物貯蔵庫の類であった と考 えられる。 ローム層 を掘 り下

げた土墳 に、長方形の箱形の貯蔵庫 を設置 し、これに穀物 を収納 し、蓋 をし、その上 に重 しの石 をならべて保存

したものであろう。これによって鼠害なども防 ぐことがで き、完全 に保存 された であろう。第 203号 住居址 、

第 1号土壕 より糎米が塊状 にかた まって出土 した というのは、おそ ら くは布袋 な どに入れて貯 え られていた もの

であろう。保存に最 もよい親米の状態 は自然であ る。

(2に れ らの穀類 は、いうまで もな く主食に用いられたものであろう。玄米にアワを混ぜてのアワ飯 。大豆 は味

嗜 に作 られたであろう。おそ らくはソバは粉 に挽いて、焼餅 にしてふだんの食 とし、ごちそ うにはソバ切 りを作

る。そのソバ を打づ ときのつ なぎ粉 に、ガヽ麦の粉 を用 いる。小麦 は焼餅 をふだんの食 とし、ごちそうにウ ドンを

打つ といった ように用 いられたものであろう。出土 した ものの量的に多いのが、米・大豆・アワであ り、小麦・

ソバが少量であるとい うこと、おのずか ら、当時の主 食の一般 の貌 を語 っているものであろう。

(2)鉄鎌について

(1)第 2号住居 l■L出 土の鉄鎌 は、茎 (な かご)の ついた大型の もの。そのナカゴの先端 を円みを帯 びた姿 に曲げ

柄 に目釘 をうって固定 させる時の孔 としてい る作 りは、江戸時代以降、つい近年 までつづ いた鎌の作 りと一 致 し

てお り、鎌の刀身の背が厚 く刃先に向い順次薄 くしている鋼 を中身に し、その内側 に軟鉄 をつ けた刀の ような鍛

え方をした厚鎌の作 りとい うことは、強 く振 り刈 りす るにも堪え、 また、手づかみ に刈 る場合 にも活用 され るも

のである。この鎌 に関連 して、出土 した小型の砥石 3点のうち、 2点 はおそらく鎌 を砥 いだ もの と推定 される。

その磨擦面の姿 をみるに、鎌の刃先 を向 うに向け、祗石で静かに磨 ぐという方法であったと推測 されるのである。

(2)鉄鎌の表面・裏面 にワラ・カヤなどイネ科の本直物の茎葉 と思われるものが錆びつ き、その姿 をのこしている。

これは恐 らく、 この鉄鎌がそれらの もののなかに埋れ、圧が推卜った状態で長 くあった結果 と考 えられる。この事

は、この住居 では、ワラ・カヤなどを地面に厚 く敷 き、その上 にネコ・ ムシロな どを敷 いて、日常の起居の場 と

する土座住居 であったことを語 るものではなかろ うか。そのワラ・カヤなどのなかに紛れこんでいた鉄鎌が これ

ではなかろうか。 もしそれであ ったとすれば、唐沢城の場 合、その下級武士の生活の一面 を語 る もの として注目

さ れ る。 (向 山雅重 )
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o           5cm
砥石 (24 第 1号住覆土、25 第 2号住覆土、26 第 2号土墳覆土、27

第22図 古銭、金属製品、砥石 (|:2)
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遠 景 (上 の写真のアッフリ
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唐沢城 より天竜川 を望 む
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第 3号住居址・第 3号 土嬢

第 1号土墳 とその付近
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第 2号土墳

奎轟還乳轟酢軍響:

攀裁

申謳

第 4号土墳
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第 5号土墳

炭化木材出土状態

炭化穀類出土状態
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第 1号柱穴址

第 2号柱穴址(第 3住、第 3土墳、配石を含む)
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断面調査(No l)

堀 (北 より)

断面調査(No 3)
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測 量 風 景
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十
四
　
泣退
物
出
土
状
態

第 1号住居址出土陶器 第 1号住居llL出 土陶器

第 2号住居址出土古銭、装飾品 第 2号住居址出土古銭

第 2号住居址出土陶器
第 5号土娠出土古銭

南区出土陶器 南区出土陶磁器
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五
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磁

器

第 1号住覆土第 1号住床面

第 1号住覆土

第 2号住床面 第 2号住覆土

第 2号住覆土 第 2号住覆土
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第 1号土墳付近

(No 7の底部 )
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第 1号土墳付近

11:::|::|::111::|lli:11111:11:|:|111

第 1号土塘付近
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第 2号柱穴址

第 2号柱穴址

第 2号柱穴址
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第 1号柱穴址

南区その他

南区その他

南区その他

北区その他

北区その他
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鉄製鎌、装飾品

石
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が

群雄割拠 して騒乱に絶え間なき中世の時代には、城郭はその地域の威厳 を表徴 し、又外敵防

御の施設 として、築城には民衆の奉仕 と数多 くの犠牲があらたことであろう。唐沢城は天竜河岸

に点在する城の中で立派な風格 を整えていたと思われる。城の歴史や発掘調査の内容は本文に

記録されているが、永年にわたる数々の侵食作用や、又一面開拓等により往昔の構造や悌は・
~t

在する遺構や出土品により検索するしかない。

今回の発掘調査 により、大地の中に永遠 に埋れていた城郭の一部が掘 りおこされ記録 として

保存出来たことは幸であった。

昭和51年 3月 10日

飯島町教育長  織  田  正  巳

きとあ

城沢

―
緊急発掘踏 報告

―

日召不日5“手3月 15日  匡口昂J
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